
マンガで伝える地域包括ケア
第５話　「もっと楽しく」から始まる　

地ケアでは「地域の活動」も
すごく重要なキーワードです。

でも、「地域の活動って何したらいいの？」
「よく分からないけど大変でしょ？」
「そもそも地域活動って何？」って
思うかもしれません。

でも、難しく考えないで
「もっと楽しく」で始まる活動も
あるんですよ。

「こんにちは赤ちゃん訪問」の
訪問員をしている大島さん（仮名）

明智君

「こんにちは赤ちゃん訪問」は
子育て家庭と地域のつながりを
つくるため、研修を受けた
地域の方が訪問員として伺い、
身近な子育て支援情報を
お届けするんだよ

大島さんは子どもが好きで、
お孫さんが遠くに
住んでいることもあって
訪問員を始められたそう。

訪問する家庭がたまたま近所に多く、その後も道で
あったりするうちにご近所づきあいが始まりました。

大島さん
今度、ウチで食事会やるので
遊びに来てください。

近くの公園に
遊びに行くんですけど、
一緒に行きましょうよ

子育て世代の
友人が増えてきて、

地域のサロンに
みんなが来てくれたら
もっと楽しくなるわ。

『うまく出来るかな～』とか
『人が集まらなかったらどうしよう…』って
不安に思ったけど、
「まぁ、上手くいかなくてもいいか」と、
難しく考えないで気軽に誘ったら
子育て世帯から、近所のお友達やら、
みんなが集まってくれて。

発声練習やストレッチ、
おしゃべり会とかで、
すごく盛り上がるんですよ。

大島さんを中心に、あっという間に
多世代交流が始まりました。

今では毎月開催していて、幹事役は持ち回り制。
負担が一人にかたよらないようにしてるから、
続けていくのも苦にならないそう。

みんなで集まって楽しめたら
すごく良いじゃない～。
楽しいって一番大事でしょ。

地域活動には、
もちろん大変な部分もあるのに
すごく楽しそうに話す大島さんを見て、
すごく素敵だな～って思いました。

誰かの「もっと楽しく」が、
みんなの「すごく楽しい」になるのが
地域活動の魅力かもしれませんね。
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